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一
、
は
じ
め
に
 
 

朝
鮮
古
代
の
歴
史
は
自
律
と
中
国
王
朝
の
対
外
政
策
へ
の
対
応
と
の
括
抗
の
閲
ぎ
合
い
の
な
か
で
展
開
し
た
面
は
多
く
、
こ
の
こ
 
 

と
に
注
視
し
た
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
朝
鮮
古
代
の
王
権
の
自
律
と
事
大
の
象
徴
と
し
て
独
自
の
建
元
と
中
国
王
朝
の
年
号
の
 
 

（
1
）
 
使
用
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
高
句
麗
で
は
三
九
一
年
に
独
自
に
永
楽
の
年
号
が
建
て
ら
れ
、
か
つ
使
用
さ
れ
た
こ
 
 

と
は
広
開
土
王
陵
碑
文
や
徳
興
里
古
墳
壁
画
の
墨
書
銘
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
高
句
麗
で
は
そ
の
後
五
～
六
世
紀
ま
で
独
自
の
 
 

一
、
は
じ
め
に
 
 

二
、
建
元
と
中
国
年
号
使
用
説
の
検
討
 
 

三
、
干
支
紀
年
の
検
討
 
 

四
、
お
わ
り
に
 
 

付
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日
本
の
紀
年
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（
2
）
 
 

年
号
を
建
て
か
つ
使
用
し
た
例
も
後
述
す
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
羅
で
は
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
に
法
興
王
二
 
 

十
三
年
（
五
三
六
）
 
に
「
始
称
年
号
、
云
建
元
元
年
」
と
あ
っ
て
以
来
、
同
書
の
真
徳
王
四
年
（
六
五
〇
）
条
に
「
是
歳
始
行
中
国
 
 

永
徽
年
号
」
と
あ
る
よ
う
に
唐
の
年
号
を
使
用
し
始
め
る
ま
で
独
自
に
建
元
し
た
こ
と
が
七
例
見
え
る
。
「
建
元
」
の
年
号
を
使
用
し
 
 

た
例
は
未
だ
見
な
い
が
、
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
に
真
興
王
二
十
九
年
（
五
六
八
）
に
「
改
元
大
昌
」
と
あ
る
「
大
昌
」
の
年
号
を
 
 

使
用
し
た
例
は
「
真
興
王
巡
狩
碑
」
の
一
つ
で
あ
る
「
磨
雲
嶺
碑
」
の
冒
頭
に
「
大
呂
元
年
歳
次
戊
子
」
と
あ
る
こ
と
に
確
認
で
き
、
 
 

（
3
）
 
「
建
元
」
以
外
の
六
つ
の
年
号
の
使
用
は
『
三
国
遺
事
』
 
か
ら
も
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
潮
海
国
で
は
第
二
代
国
王
の
大
武
芸
が
仁
安
と
即
位
時
に
建
元
し
て
以
来
、
第
三
代
国
王
大
欽
茂
が
七
三
七
年
に
「
大
興
」
 
 

と
即
位
改
元
し
、
ま
た
七
七
四
年
に
は
「
宝
暦
」
と
改
元
し
た
後
に
も
再
び
「
大
興
」
の
年
号
を
復
活
し
て
紀
年
し
た
こ
と
が
そ
の
 
 

二
女
の
貞
恵
公
主
と
四
女
の
貞
孝
公
主
の
墓
誌
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
大
欽
茂
が
二
つ
の
年
号
を
建
て
か
つ
使
用
し
た
例
の
ほ
か
 
 

は
、
一
世
一
元
の
称
元
を
基
本
と
し
た
こ
と
が
九
世
紀
半
ば
の
第
十
一
代
国
王
大
葬
震
の
代
の
威
和
の
年
号
を
『
壬
生
家
文
書
』
収
 
 

（
4
）
 
 

載
の
「
勃
海
国
中
台
省
牒
」
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
『
新
唐
書
』
勃
海
伝
が
勃
海
の
建
元
の
制
の
始
め
を
「
私
に
年
を
 
 

改
め
て
仁
安
と
日
う
」
と
「
私
に
」
 
の
句
を
副
へ
て
叙
し
た
由
縁
で
あ
る
。
 
 

（
5
）
 
 
 

こ
う
し
た
高
句
麗
、
新
羅
、
潮
海
の
建
元
の
事
例
か
ら
百
済
も
建
元
し
た
の
で
は
と
予
知
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
百
済
 
 

に
は
独
自
の
建
元
の
例
を
現
在
ま
で
確
か
に
得
て
い
な
い
。
百
済
は
四
世
紀
半
ば
に
馬
韓
諸
国
を
統
合
し
た
王
権
国
家
と
し
て
成
長
 
 

し
、
六
六
三
年
に
王
権
は
瓦
解
し
て
し
ま
う
が
、
同
時
代
の
高
句
麗
で
は
五
～
六
世
紀
で
は
東
晋
や
南
朝
の
宋
・
斉
・
梁
・
陳
か
ら
 
 

冊
封
を
受
け
な
が
ら
も
建
元
し
た
例
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
羅
も
真
興
王
が
五
六
五
年
に
北
斉
か
ら
冊
封
を
受
け
な
が
ら
 
 

も
五
六
八
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
「
開
国
」
を
「
大
呂
」
と
改
元
し
た
よ
う
に
、
冊
封
下
で
も
宗
主
国
の
年
号
を
奉
ぜ
す
、
自
ら
建
元
 
 

し
た
例
は
真
徳
王
が
六
四
七
年
に
即
位
し
唐
か
ら
冊
封
を
受
け
な
が
ら
も
「
大
和
」
と
改
元
し
た
例
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
新
羅
の
 
 

邪
険
許
は
唐
に
使
い
し
て
唐
の
太
宗
の
命
を
受
け
た
御
史
か
ら
「
新
羅
、
大
朝
に
臣
事
す
る
に
何
を
以
っ
て
か
別
に
年
号
を
称
す
る
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百
済
が
独
自
に
建
元
し
、
か
つ
使
用
し
た
実
例
と
し
て
説
か
れ
も
す
る
も
の
は
七
支
刀
の
紀
年
を
「
泰
△
四
年
」
、
或
い
は
「
奉
四
 
 

年
」
と
判
読
し
て
、
こ
れ
を
独
自
の
年
号
と
み
る
見
解
で
あ
る
。
 
 

（
8
）
 
 
 

金
錫
亨
が
論
証
な
く
こ
の
 
「
泰
和
」
を
百
済
の
年
号
と
す
る
説
は
論
外
と
し
て
、
李
丙
責
は
七
支
刀
の
紀
年
を
「
泰
△
四
年
△
月
 
 

十
六
日
丙
午
」
と
判
読
し
、
こ
れ
を
百
済
王
に
よ
る
七
枝
刀
献
上
説
を
載
せ
る
 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
九
・
神
功
皇
后
摂
政
五
十
二
年
 
 

（
壬
申
・
二
五
二
年
）
 
秋
「
九
月
丁
卯
朔
丙
子
」
 
の
年
月
日
を
干
支
二
巡
り
繰
り
下
げ
た
三
七
二
年
 
（
壬
申
）
 
の
「
秋
九
月
辛
卯
朔
」
 
 

と
を
対
照
す
る
。
そ
し
て
、
三
七
二
年
「
秋
九
月
辛
卯
朔
」
の
月
に
は
「
丙
子
」
の
日
は
な
く
、
こ
の
月
の
「
十
六
日
」
が
「
丙
午
」
 
 

の
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
九
月
丁
卯
朔
丙
子
」
は
「
九
月
辛
卯
朔
丙
午
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
そ
こ
 
 

で
七
支
刀
の
「
十
六
日
丙
午
」
 
の
日
が
こ
の
よ
う
に
 
『
日
本
書
紀
』
を
操
作
し
て
干
支
が
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
七
支
刀
銘
の
 
「
泰
 
 

や
」
と
詰
問
さ
れ
る
と
、
「
嘗
て
是
、
天
朝
未
だ
正
朔
を
頒
た
ず
。
是
の
故
に
先
祖
法
興
王
以
来
、
私
に
紀
年
の
こ
と
有
り
。
若
し
、
 
 

（
6
）
 
 

大
朝
命
あ
ら
ば
、
小
国
又
何
ぞ
敢
え
て
せ
ん
や
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
 
『
三
国
史
記
』
 
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
記
録
の
よ
う
に
こ
の
時
 
 

ま
で
唐
の
み
な
ら
ず
南
朝
か
ら
も
正
朔
の
頒
布
が
無
か
っ
た
か
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
新
羅
は
六
五
〇
年
に
永
徴
の
年
号
を
使
用
し
 
 

は
じ
め
、
以
後
は
唐
の
年
号
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
朝
鮮
諸
国
の
独
自
の
建
元
と
中
国
王
朝
の
年
号
の
使
用
の
例
を
展
望
す
る
と
、
百
済
で
も
建
元
し
た
と
予
測
し
て
も
よ
 
 

さ
そ
う
で
あ
る
が
、
百
済
は
五
世
紀
以
来
、
南
朝
や
唐
か
ら
冊
封
を
受
け
な
が
ら
も
、
高
句
麗
、
新
羅
、
潮
海
と
は
異
な
っ
て
建
元
 
 

せ
ず
、
さ
ら
に
は
中
国
王
朝
の
年
号
を
奉
じ
て
使
用
し
た
明
確
な
事
例
も
挙
げ
え
な
い
。
む
し
ろ
建
元
せ
ず
、
ま
た
中
国
の
年
号
の
 
 

使
用
も
な
か
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
将
来
に
こ
の
予
見
を
覆
す
資
料
の
出
現
は
期
待
薄
で
あ
る
。
 
 

（
7
）
 
 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
百
済
の
紀
年
法
の
実
際
の
例
を
提
示
し
て
そ
の
背
景
を
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
 

二
、
建
元
と
中
国
年
号
使
用
説
の
検
討
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考
 
 
 



△
四
年
九
月
十
六
日
丙
午
」
の
作
刀
の
年
月
日
を
『
日
本
書
紀
』
編
者
は
七
支
刀
が
献
上
さ
れ
た
日
で
あ
る
と
編
纂
し
た
も
の
と
推
 
 

測
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
泰
△
四
年
」
は
三
七
二
年
に
相
当
し
、
「
泰
△
」
元
年
は
三
六
九
年
と
な
る
。
さ
ら
に
「
泰
△
」
の
「
△
」
 
 

は
「
惣
」
と
も
推
測
し
、
百
済
が
馬
韓
を
統
合
し
た
と
李
丙
高
が
理
解
す
る
近
肖
古
王
代
に
相
応
し
い
年
号
で
あ
る
と
も
推
測
し
た
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
考
察
に
は
問
題
点
が
多
く
成
立
し
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
摂
政
五
十
二
年
（
壬
申
・
二
五
二
年
）
秋
「
九
 
 

月
丁
卯
朔
丙
子
」
 
の
紀
年
の
干
支
は
そ
れ
自
体
誤
り
は
な
い
。
こ
れ
を
「
九
月
辛
卯
朔
」
と
改
め
る
こ
と
で
、
干
支
二
巡
を
繰
り
下
 
 

げ
た
三
七
二
年
九
月
の
干
支
に
「
十
六
日
丙
午
」
が
あ
る
こ
と
に
結
び
付
け
、
七
支
刀
銘
に
言
う
作
刀
の
目
が
『
日
本
書
紀
』
で
は
 
 

七
支
刀
の
献
上
日
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
の
推
定
は
無
茶
で
あ
る
、
ま
た
、
「
泰
和
＝
太
和
」
四
年
（
三
六
九
）
に
は
確
か
に
「
十
六
 
 

日
丙
午
」
 
の
日
は
な
い
が
、
こ
の
月
日
が
鋳
造
の
吉
日
と
し
て
常
套
的
に
使
わ
れ
る
「
五
月
十
六
日
丙
午
」
と
す
る
有
力
な
説
へ
の
 
 

検
討
を
欠
い
た
推
測
で
あ
る
。
こ
の
『
日
本
書
紀
』
が
七
支
刀
の
作
刀
日
を
献
上
日
と
し
て
編
年
し
た
と
す
る
李
説
は
成
立
し
な
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
李
説
で
は
「
泰
惣
元
年
」
と
推
定
し
た
三
六
九
年
は
「
近
肖
古
の
父
子
が
馬
韓
残
余
の
諸
小
国
を
経
略
し
て
、
完
全
 
 

（
9
）
 
 

に
馬
韓
を
統
一
し
た
意
義
深
い
年
で
あ
っ
た
の
で
、
と
く
に
こ
の
年
に
年
号
を
建
て
た
も
の
だ
と
お
も
わ
せ
る
」
と
推
測
す
る
が
、
 
 

馬
韓
統
一
が
三
六
九
年
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
管
見
の
限
り
で
は
見
あ
た
ら
ず
、
あ
く
ま
で
推
測
で
あ
る
。
こ
の
年
の
九
月
に
近
 
 

肖
古
王
が
高
句
麗
の
故
国
原
王
の
率
い
る
南
下
軍
二
万
の
勢
力
を
撃
退
さ
せ
た
勝
利
の
こ
と
は
『
三
国
史
記
』
 
の
百
済
・
高
句
麗
の
 
 

両
本
紀
に
見
え
る
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
三
六
九
年
九
月
に
「
泰
惣
元
年
」
と
建
元
し
た
と
は
や
は
り
李
丙
責
の
推
測
で
あ
る
。
「
三
 
 

六
九
年
＝
百
済
の
〝
泰
惣
″
元
年
」
説
は
成
立
し
な
い
。
 
 

（
川
）
 
 
 

ま
た
、
延
敏
珠
氏
は
七
支
刀
の
紀
年
を
「
奉
□
四
年
」
と
判
読
す
る
。
「
泰
」
な
ら
ず
「
奉
」
と
判
読
す
る
の
は
延
氏
の
み
で
あ
る
 
 

が
、
「
奉
」
を
戴
く
年
号
は
中
国
に
そ
の
例
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
「
奉
□
」
は
百
済
の
年
号
で
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
年
代
比
定
に
 
 

七
支
刀
と
同
時
に
百
済
か
ら
送
ら
れ
た
「
七
子
鏡
」
 
に
注
目
す
る
。
樋
口
隆
康
が
「
七
子
鏡
」
に
つ
い
て
、
百
済
の
武
寧
王
陵
か
ら
 
 

発
見
さ
れ
た
七
獣
帯
鏡
と
我
が
国
の
四
～
五
世
紀
の
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
た
同
型
鏡
の
例
か
ら
「
七
子
鏡
」
は
連
弧
文
座
の
上
に
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置
か
れ
た
七
つ
の
乳
が
禽
獣
文
を
爽
ん
で
配
さ
れ
た
鏡
で
あ
り
、
武
寧
王
出
土
の
「
七
獣
帯
鏡
」
を
「
七
子
鏡
」
 
に
直
に
相
当
さ
せ
 
 

る
こ
と
は
無
理
で
は
あ
る
が
、
「
七
子
鏡
」
は
四
～
五
世
紀
の
古
墳
出
土
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
の
「
青
羞
獣
帯
鏡
」
や
こ
れ
に
近
い
 
 

、
〓
」
 
 

様
式
の
奈
良
大
安
寺
古
墳
出
土
鏡
な
ど
と
同
類
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
い
た
。
 
 
 

し
か
し
、
延
氏
は
こ
の
樋
口
説
の
限
定
を
越
え
て
こ
れ
を
「
援
用
す
れ
ば
」
と
断
り
な
が
ら
も
、
「
七
子
鏡
の
製
作
年
代
は
大
ま
か
 
 

に
言
っ
て
武
寧
王
の
生
没
期
間
で
あ
る
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
前
半
と
推
定
し
て
も
大
過
な
い
だ
ろ
う
」
と
誤
っ
て
受
容
し
た
。
 
 

そ
こ
か
ら
七
支
刀
作
刀
の
「
奉
□
四
年
」
は
六
世
紀
初
の
武
寧
王
代
の
百
済
年
号
で
あ
り
、
そ
れ
は
武
寧
王
の
即
位
四
年
（
五
〇
四
）
 
 

で
あ
ろ
う
と
大
胆
に
推
定
し
た
が
、
こ
れ
は
ま
た
即
位
建
元
の
法
を
百
済
が
採
用
し
た
こ
と
を
も
推
定
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

・
に
㌦
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
延
説
も
問
題
は
多
い
。
ま
ず
、
「
奉
□
四
年
」
と
の
判
読
は
今
日
、
村
山
正
雄
編
著
の
『
図
録
』
を
得
て
お
り
、
図
 
 

録
に
当
た
っ
て
も
「
奉
」
は
無
理
で
あ
り
、
「
□
」
に
つ
い
て
も
多
く
の
判
読
は
「
和
」
や
「
始
」
と
の
判
読
が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
 
 

の
判
読
を
考
慮
せ
ず
「
□
」
と
す
る
こ
と
に
も
従
え
な
い
。
「
奉
」
に
続
い
て
「
□
」
と
曖
昧
に
判
読
し
た
限
り
に
お
い
て
こ
そ
百
済
 
 

年
号
説
も
生
じ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
七
支
刀
の
年
号
の
判
読
に
は
目
を
さ
ら
に
凝
ら
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 
 

樋
口
は
武
寧
王
陵
出
土
の
三
面
の
鏡
を
検
討
し
て
、
そ
れ
ら
を
『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
摂
政
紀
の
「
七
支
鏡
」
と
は
形
態
の
点
で
 
 

は
系
譜
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
伝
仁
徳
陵
出
土
鏡
な
ど
に
こ
そ
「
七
子
鏡
」
と
の
同
 
 

時
代
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
武
寧
王
陵
出
土
鏡
を
「
七
子
鏡
」
と
同
時
代
と
見
る
こ
と
に
は
「
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
」
と
樋
口
は
 
 

明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
延
説
は
樋
口
説
の
「
援
用
」
で
は
な
く
誤
用
で
あ
り
、
や
は
り
七
支
刀
か
ら
「
奉
□
」
の
紀
年
を
読
み
、
 
 

「
七
子
鏡
」
を
材
料
に
こ
れ
を
武
寧
王
代
の
百
済
の
独
自
の
年
号
と
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
 
 
 

次
に
、
百
済
年
号
の
事
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
一
九
一
三
年
に
忠
清
北
道
中
原
郡
老
隠
面
で
発
見
さ
れ
、
現
在
国
立
清
州
博
 
 

物
館
に
保
存
さ
れ
る
金
銅
釈
迦
如
来
像
の
光
背
銘
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
建
興
五
年
歳
在
丙
辰
」
の
銘
が
あ
り
、
第
二
行
に
は
「
悌
 
 

（
1
3
）
 
 

弟
子
清
信
女
上
部
」
と
あ
る
。
こ
の
「
上
部
」
は
高
句
麗
と
百
済
の
五
部
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
か
の
地
に
お
い
て
 
 

百
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作
成
さ
れ
た
が
、
発
見
地
は
初
め
百
済
に
属
し
、
五
世
紀
半
ば
か
ら
は
高
句
麗
に
属
し
た
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
高
句
麗
の
年
号
を
 
 

奉
ず
る
地
域
で
作
成
さ
れ
た
光
背
と
見
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
 
 

へ
〓
■
 
 
 

そ
こ
で
、
「
建
興
五
年
歳
在
丙
辰
」
が
高
句
寮
の
年
号
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
あ
ら
た
め
て
「
建
 
 

興
は
百
済
の
年
号
に
あ
ら
ず
」
を
確
認
し
た
い
。
百
済
年
号
説
の
い
ち
早
い
藤
田
亮
策
説
は
発
見
地
が
五
世
紀
後
半
に
は
高
句
麗
の
 
 

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
広
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
干
支
の
「
丙
辰
」
は
百
済
の
聖
王
即
位
十
四
年
の
五
三
六
年
か
 
 

（
1
5
）
 
 

威
徳
王
四
十
三
年
の
五
九
六
年
に
相
当
す
る
と
し
た
。
建
興
＝
百
済
年
号
説
は
「
丙
辰
」
の
干
支
か
ら
多
く
は
こ
の
両
年
に
当
て
る
。
 
 

坂
元
義
種
氏
は
こ
の
説
を
承
け
て
、
中
国
に
お
け
る
三
、
四
世
紀
の
「
建
興
」
の
建
元
の
事
例
は
「
第
二
代
の
皇
帝
の
即
位
の
と
き
 
 

（
1
6
）
 
 

か
、
建
元
後
二
番
目
の
年
号
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
国
が
興
り
盛
ん
に
な
る
と
い
う
意
を
も
つ
」
と
の
傾
向
を
指
摘
し
、
「
百
済
の
場
合
 
 

も
建
元
に
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
年
号
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
推
考
さ
れ
、
建
興
＝
百
済
年
号
説
に
加
担
さ
れ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
六
世
紀
初
の
武
寧
王
代
に
は
干
支
紀
年
法
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
後
の
「
聖
王
か
威
徳
王
 
 

の
と
き
、
建
元
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
坂
元
氏
が
藤
田
の
百
済
年
号
説
を
肯
定
し
た
こ
と
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
百
済
年
号
説
が
 
 

「
建
興
元
年
」
に
比
定
す
る
聖
王
十
年
（
五
三
二
年
）
や
威
徳
王
三
十
九
年
（
五
九
二
）
は
、
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
に
よ
れ
ば
建
 
 

元
す
べ
き
百
済
王
権
の
権
力
高
揚
や
そ
の
誇
示
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
象
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
「
建
興
」
を
高
句
麗
の
年
号
と
み
る
説
で
は
、
孫
永
鍾
氏
は
安
蔵
王
が
五
三
一
年
五
月
に
豪
じ
、
安
原
王
が
即
位
し
た
翌
五
 
 

へ
「
、
 
三
二
年
に
新
た
な
建
元
が
あ
っ
た
と
説
い
た
。
『
三
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
春
三
月
に
は
安
原
王
は
北
醜
か
ら
「
使
 
 

（
1
9
）
 
 

持
節
散
騎
常
侍
領
護
東
夷
校
尉
遼
東
郡
開
国
公
高
句
麗
王
」
と
冊
封
さ
れ
衣
冠
と
車
旗
の
飾
り
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
前
 
 

年
末
に
は
冊
封
求
請
使
の
派
遣
な
ど
に
関
連
し
た
礼
制
が
準
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
翌
五
三
二
年
に
「
建
興
」
の
建
元
が
な
さ
 
 

れ
た
こ
と
は
推
測
可
能
で
あ
る
。
造
像
銘
の
仏
教
史
学
的
解
釈
か
ら
も
北
朝
の
造
像
銘
に
系
譜
が
連
な
り
、
や
は
り
、
「
建
興
五
年
歳
 
 

（
1
8
）
 
 

在
丙
辰
」
は
高
句
麗
の
年
号
で
あ
り
五
三
六
年
或
い
は
五
九
六
年
と
考
察
さ
れ
て
お
り
、
百
済
の
年
号
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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続
い
て
、
百
済
の
年
号
使
用
の
事
例
と
し
て
検
討
さ
れ
る
の
は
、
扶
飴
出
土
の
瓦
の
破
片
に
「
鳳
二
年
」
と
三
文
字
の
み
陰
刻
が
 
 

確
認
さ
れ
た
銘
で
あ
る
。
こ
の
銘
に
つ
い
て
、
軽
部
慈
恩
は
呉
と
隋
代
の
「
五
鳳
」
の
年
号
を
念
頭
に
お
い
て
、
呉
の
五
鳳
二
年
（
二
 
 

五
五
）
 
に
相
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
隋
末
の
五
鳳
は
群
雄
の
睾
建
徳
が
河
北
に
立
て
た
夏
の
年
号
で
あ
り
、
そ
の
二
年
は
六
一
 
 

九
年
に
相
当
し
五
鳳
四
年
ま
で
続
く
が
、
こ
の
河
北
の
小
政
権
の
年
号
を
百
済
が
使
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
 
 

隋
末
群
雄
の
斎
銑
が
江
南
に
梁
王
を
自
称
し
て
建
て
た
「
鳴
鳳
」
の
年
号
は
六
一
七
年
か
ら
六
二
一
年
の
間
で
あ
る
が
、
軽
部
は
こ
 
 

れ
へ
の
可
能
性
に
傾
き
な
が
ら
も
、
唐
の
「
儀
鳳
二
年
」
 
（
六
七
七
）
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
説
い
た
。
こ
れ
は
新
羅
の
王
都
 
 

（
釧
）
 
 

か
ら
の
出
土
例
か
ら
も
妥
当
で
あ
る
。
 
 
 

扶
徐
の
地
に
は
定
林
寺
跡
に
立
つ
所
謂
「
平
百
済
塔
」
の
五
層
石
塔
に
「
顕
慶
五
年
歳
在
庚
申
八
月
己
巳
朔
十
五
日
発
未
建
」
の
 
 

銘
が
あ
っ
て
、
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
）
 
に
唐
軍
が
こ
こ
に
刻
記
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
従
え
ば
六
六
〇
年
八
月
は
百
済
の
滅
亡
時
で
 
 

あ
り
、
扶
徐
地
方
は
唐
軍
の
支
配
下
に
あ
る
。
同
時
代
に
新
羅
の
王
宮
で
あ
っ
た
月
城
跡
か
ら
は
「
儀
鳳
四
年
皆
土
」
の
銘
を
持
つ
 
 

平
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
唐
の
「
儀
鳳
」
の
年
号
を
刻
す
る
瓦
が
扶
除
か
ら
出
土
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
や
は
り
百
済
の
滅
亡
時
 
 

ま
で
の
独
自
年
号
の
使
用
例
は
未
だ
現
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

百
済
の
滅
亡
後
の
扶
徐
地
方
で
宗
主
国
の
年
号
を
使
用
し
た
例
は
唐
の
年
号
の
「
儀
鳳
二
年
」
と
「
会
昌
」
を
刻
し
た
瓦
が
扶
徐
 
 

の
扶
蘇
山
城
か
ら
、
ま
た
後
の
高
麗
の
顕
宗
十
九
年
（
一
〇
二
八
）
 
に
当
た
る
遼
の
「
大
平
八
年
」
の
紀
年
を
も
つ
「
大
平
八
年
戊
 
 

（
2
1
）
 
 

辰
定
林
寺
大
蔵
富
草
」
銘
の
瓦
が
定
林
寺
祉
か
ら
出
土
し
た
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
前
者
の
二
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
百
済
の
 
 

滅
亡
後
で
は
、
そ
れ
ま
で
冊
封
国
の
年
号
を
奉
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
変
し
た
の
は
、
単
に
百
済
の
故
地
が
新
羅
領
に
な
っ
た
こ
と
 
 

ば
か
り
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
唐
軍
の
将
の
劉
仁
軌
の
施
策
が
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

百
済
時
代
の
紀
年
法
を
考
え
る
に
、
百
済
の
地
で
は
独
自
の
建
元
は
確
認
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
中
国
王
朝
の
 
 

年
号
を
も
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
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二
〇
〇
二
年
秋
に
国
立
扶
鯨
博
物
館
に
お
い
て
「
百
済
句
文
字
」
展
が
開
か
れ
、
文
字
を
も
つ
百
済
の
文
物
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
た
。
 
 

ま
た
、
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
刊
『
韓
国
句
古
代
木
簡
』
 
（
聾
脈
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
七
月
、
ソ
ウ
ル
）
か
ら
は
近
年
百
済
の
地
 
 

域
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
写
真
に
よ
っ
て
新
た
な
文
字
資
料
を
か
な
り
精
密
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
字
資
料
か
ら
は
百
済
が
独
自
の
年
号
や
中
国
の
年
号
を
使
用
し
た
例
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
 
 

だ
、
年
号
の
使
用
の
代
わ
り
に
干
支
紀
年
の
事
例
を
多
数
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
、
こ
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
一
九
七
一
年
七
月
か
ら
発
掘
調
査
さ
れ
た
忠
清
両
道
公
州
市
宋
山
里
古
墳
群
の
武
寧
王
陵
の
碍
室
か
ら
二
枚
の
石
券
が
現
 
 

（
竹
山
）
 
れ
た
。
一
枚
は
王
陵
造
営
の
為
の
買
地
券
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
周
知
の
銘
文
が
陰
刻
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 
 

第
一
石
の
銘
に
は
「
寧
東
大
将
軍
百
済
斯
／
麻
王
年
六
十
二
歳
突
／
卯
年
五
月
丙
成
朔
七
／
日
壬
辰
崩
到
乙
巳
年
八
月
／
突
酉
朔
 
 

十
二
日
甲
申
安
暦
／
登
冠
大
墓
立
志
如
左
」
 
（
／
は
改
行
）
で
あ
る
。
ま
た
、
「
如
左
」
と
指
定
さ
れ
た
第
二
石
に
は
「
銭
一
高
文
 
右
 
 

一
件
／
乙
巳
年
八
月
十
二
日
寧
東
大
将
軍
／
百
済
斯
麻
王
以
前
件
銭
訟
土
王
／
土
伯
土
父
母
上
下
衆
官
二
千
石
／
買
申
地
為
墓
故
立
 
 

券
為
明
／
不
従
律
令
」
と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
第
二
石
の
裏
面
に
は
武
寧
王
亮
去
後
の
三
年
に
し
て
亡
く
な
っ
た
王
妃
の
埋
葬
時
に
 
 

そ
の
由
来
を
陰
刻
し
て
、
こ
の
新
し
い
陰
刻
が
表
面
と
し
て
発
掘
時
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
銘
に
は
「
丙
午
年
十
一
月
百
済
国
 
 

王
大
妃
毒
／
終
居
喪
在
酉
地
己
酉
年
二
月
突
／
末
朔
十
二
日
甲
午
改
葬
還
大
墓
立
／
志
如
左
」
と
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
第
一
石
の
武
寧
王
の
埋
葬
記
録
で
は
「
突
卯
年
」
は
五
二
三
年
で
あ
り
、
「
乙
巳
年
」
は
五
二
五
年
で
あ
る
。
『
梁
書
』
百
 
 

済
伝
に
よ
れ
ば
武
寧
王
は
梁
の
普
通
二
年
（
五
二
一
）
 
に
は
じ
め
て
梁
に
遣
使
し
て
「
使
持
節
都
督
百
済
諸
軍
事
寧
東
大
将
軍
百
済
 
 

王
」
と
冊
封
さ
れ
て
い
た
。
冊
封
後
の
二
年
余
に
し
て
王
は
亮
去
し
、
そ
れ
か
ら
二
年
三
ケ
月
を
経
て
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
を
こ
の
石
 
 

券
は
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
王
妃
は
王
を
埋
葬
し
た
翌
年
の
「
丙
午
年
十
一
月
」
（
五
二
六
）
に
亡
く
な
り
、
や
は
り
そ
の
二
年
三
ケ
 
 
 

三
、
干
支
紀
年
の
検
討
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月
後
の
 
「
己
酉
年
二
月
」
 
（
五
二
九
）
 
に
王
陵
に
合
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
梁
害
』
百
済
伝
に
よ
れ
ば
普
通
五
年
 
（
五
二
四
）
 
に
武
寧
王
が
死
し
て
、
子
の
明
を
「
持
節
督
百
済
諸
軍
事
緩
東
将
軍
百
済
王
」
 
 

に
冊
封
し
た
と
あ
る
。
明
と
は
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
で
は
聖
王
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
聖
明
王
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
武
寧
王
の
 
 

英
去
と
埋
葬
、
ま
た
王
妃
の
逝
去
と
埋
葬
の
こ
と
は
梁
の
普
通
四
、
六
年
と
七
年
と
大
通
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
が
、
こ
れ
ら
 
 

の
紀
年
に
は
石
券
で
は
宗
主
国
の
梁
の
年
号
を
使
っ
て
は
い
な
い
。
勿
論
、
百
済
の
独
自
の
年
号
も
現
れ
な
い
。
 
 
 

ま
た
、
墓
室
に
は
銀
製
釧
が
納
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
面
に
は
「
庚
子
年
二
月
多
利
作
大
夫
人
分
二
百
州
主
耳
」
と
陰
刻
銘
 
 

が
あ
る
。
こ
の
「
庚
子
年
」
は
五
二
〇
年
に
相
当
し
、
武
寧
王
が
冊
封
を
受
け
る
前
年
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
で
は
王
の
 
 

即
位
二
十
年
に
当
た
る
。
ま
た
、
公
州
博
物
館
に
は
上
部
が
欠
け
た
残
部
に
「
士
 
壬
辰
年
作
」
 
の
陰
刻
銘
を
持
つ
噂
が
保
存
さ
れ
 
 

て
い
る
。
こ
れ
は
武
寧
王
陵
の
閉
塞
嘩
で
あ
る
。
壬
辰
年
は
五
二
一
年
に
相
当
し
、
武
寧
王
の
在
位
十
二
年
に
当
た
る
。
「
士
」
と
は
 
 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
一
の
崇
峻
天
皇
元
年
 
（
五
八
八
）
 
是
歳
条
に
百
済
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
瓦
博
士
麻
奈
父
奴
」
に
先
行
す
 
 

（
2
3
）
 
る
 
「
瓦
博
士
」
 
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
の
全
某
氏
の
所
蔵
に
か
か
る
「
突
未
銘
金
銅
三
尊
仏
光
背
」
 
に
は
「
突
未
年
十
一
月
一
日
／
賛
華
為
亡
 
 

父
超
 
人
造
」
 
の
陰
刻
銘
が
あ
る
。
こ
の
光
背
は
高
句
麗
の
平
原
王
十
三
年
 
（
五
七
一
）
 
と
比
定
さ
れ
る
「
景
 
四
年
在
辛
卯
」
 
の
 
 

銘
を
も
っ
た
「
辛
卯
銘
金
銅
三
尊
彿
光
背
」
 
と
様
式
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
「
突
未
」
年
は
百
済
の
威
徳
王
十
年
（
五
六
三
年
）
 
と
 
 

（
2
4
）
 
 

推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
一
九
九
五
年
に
は
扶
徐
邑
陵
山
里
の
木
塔
跡
の
心
礎
石
の
上
か
ら
石
造
舎
利
金
が
発
見
さ
れ
た
。
干
支
紀
年
を
使
用
し
た
 
 

（
2
5
）
 
 

銘
に
は
「
百
済
昌
王
十
三
年
季
大
歳
在
／
丁
亥
妹
先
公
主
供
養
舎
利
」
と
あ
る
。
武
寧
王
陵
の
石
券
の
第
一
石
の
銘
の
よ
う
に
「
百
 
 

済
」
 
の
国
名
を
刻
し
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
が
、
「
昌
王
」
は
聖
明
王
を
嗣
い
だ
威
徳
王
の
話
で
あ
り
、
『
三
国
史
記
』
百
済
本
紀
で
 
 

は
王
の
即
位
十
四
年
が
丁
亥
 
（
五
六
七
）
 
で
あ
る
。
舎
利
轟
で
は
「
十
三
年
」
を
「
丁
亥
」
と
す
る
か
ら
百
済
で
は
連
年
称
元
の
法
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で
あ
っ
た
こ
と
が
『
三
国
史
記
』
と
の
比
較
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
王
の
在
位
紀
年
が
干
支
紀
年
 
 

に
先
行
し
て
付
加
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
干
支
の
み
の
紀
年
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
威
徳
王
は
『
冊
府
元
亀
』
巻
之
九
百
六
十
九
 
 

に
よ
れ
ば
、
五
六
七
年
十
月
と
五
七
二
年
に
北
斉
に
遣
使
し
て
朝
貢
し
た
以
後
に
も
北
周
に
は
五
七
七
年
十
一
月
と
五
七
八
年
十
月
 
 

に
も
遣
使
朝
貢
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
干
支
紀
年
の
み
の
使
用
か
ら
こ
れ
に
在
位
紀
年
を
加
え
た
紀
年
法
が
こ
こ
に
現
れ
た
こ
と
 
 

は
独
自
年
号
か
中
国
年
号
か
い
ず
れ
か
の
年
号
の
使
用
法
へ
と
進
む
可
能
性
を
窺
え
も
す
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
後
の
資
料
か
ら
は
こ
の
可
能
性
は
進
行
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
九
四
八
年
に
扶
徐
邑
内
で
発
見
 
 

さ
れ
た
「
百
済
砂
宅
智
積
碑
」
で
は
、
碑
文
の
冒
頭
部
分
が
伝
存
す
る
が
、
そ
こ
に
は
「
回
寅
年
正
月
九
日
奈
祇
城
砂
宅
智
積
／
懐
 
 

身
日
之
易
往
慨
膿
月
之
難
還
穿
金
／
以
建
弥
堂
整
玉
以
立
碧
塔
覿
覿
慈
容
／
吐
神
光
以
送
雲
義
袈
悲
懇
含
聖
明
以
」
と
あ
っ
て
、
奈
 
 

祇
城
の
砂
宅
智
積
が
宝
堂
と
宝
塔
を
建
立
し
た
こ
と
が
六
文
字
の
対
句
を
駆
使
し
て
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砂
宅
智
積
と
は
、
『
日
 
 

本
書
紀
』
巻
第
十
九
・
欽
明
天
皇
四
年
（
五
四
三
）
十
二
月
条
に
百
済
の
聖
明
王
の
下
問
を
受
け
た
「
上
佐
平
沙
宅
己
婁
」
や
同
巻
 
 

二
十
六
・
斉
明
天
皇
六
年
（
六
六
〇
）
七
月
条
に
引
か
れ
る
「
日
本
世
記
」
に
記
録
さ
れ
た
唐
の
将
軍
蘇
定
方
に
義
慈
王
と
と
も
に
 
 

捉
え
ら
れ
た
貴
族
の
「
上
佐
平
沙
宅
千
福
」
ら
と
同
姓
の
沙
宅
で
あ
る
。
こ
の
同
族
の
活
躍
時
代
を
背
景
と
し
て
、
干
支
の
「
甲
寅
」
 
 

（
2
6
）
 
 

は
そ
の
書
風
か
ら
も
六
五
四
年
の
義
慈
王
十
四
年
に
推
定
さ
れ
る
が
、
六
十
年
を
遡
っ
た
威
徳
王
四
十
一
年
（
五
九
四
）
も
捨
て
が
 
 

た
い
。
 
 
 

ま
た
、
東
京
国
立
博
物
館
に
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
し
て
蔵
さ
れ
る
「
甲
寅
年
樺
迦
像
光
背
」
に
は
「
甲
寅
年
三
月
廿
六
日
弟
子
／
 
 

王
延
孫
奉
為
現
在
父
母
／
敬
造
金
銅
繹
迦
像
一
躯
／
願
父
母
乗
此
功
徳
現
／
身
安
隠
生
世
世
不
経
／
三
塗
遠
離
八
難
速
生
／
浄
土
見
 
 

仏
間
法
」
の
陰
刻
銘
が
あ
る
。
光
背
の
み
で
あ
る
が
、
様
式
と
施
主
が
王
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
甲
寅
年
」
は
五
九
四
年
に
相
当
す
 
 

（
2
7
）
 
 

る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
高
句
麗
か
百
済
の
作
と
推
定
さ
れ
る
が
、
ま
た
王
氏
は
渡
来
氏
族
に
も
い
る
こ
と
か
ら
飛
鳥
で
の
作
と
も
 
 

（
2
8
）
 
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
属
す
る
に
し
て
も
こ
れ
も
干
支
紀
年
の
事
例
で
あ
る
。
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こ
の
ほ
か
に
も
所
在
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
扶
餞
郡
恩
山
面
角
岱
里
か
ら
出
土
し
た
と
伝
わ
る
「
甲
申
銘
金
銅
釈
迦
座
像
光
背
」
 
 

の
銘
に
は
「
甲
周
年
□
□
／
施
道
程
加
像
／
□
□
諸
悌
永
／
口
□
□
□
」
と
あ
る
が
、
そ
の
様
式
論
等
の
研
究
は
乏
し
く
、
干
支
を
 
 

（
2
9
）
 
「
甲
辰
」
と
も
読
ま
れ
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
西
暦
年
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
紀
年
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
百
済
の
文
物
で
は
六
世
紀
以
降
で
は
干
支
紀
年
が
用
い
ら
れ
、
四
、
五
世
紀
で
は
紀
 
 

年
の
事
例
を
未
だ
見
な
い
。
六
世
紀
末
に
は
在
位
紀
年
が
干
支
紀
年
に
付
加
さ
れ
た
紀
年
法
が
一
例
だ
け
現
在
で
は
見
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
が
、
こ
れ
は
王
室
の
仏
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
の
後
に
は
在
位
紀
年
の
事
例
は
見
え
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
 
 

事
例
を
通
し
て
も
四
～
六
世
紀
の
百
済
王
権
が
南
朝
に
通
じ
て
、
新
羅
に
勝
る
位
置
で
あ
っ
た
が
、
新
羅
の
よ
う
に
建
元
す
る
に
至
っ
 
 

て
お
ら
ず
、
ま
た
不
思
議
な
こ
と
に
南
朝
の
年
号
を
も
奉
じ
た
事
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

朝
鮮
古
代
社
会
の
年
号
の
使
用
を
概
観
す
れ
ば
、
は
や
く
は
楽
浪
郡
や
帯
方
郡
の
治
下
に
お
い
て
前
漢
以
来
の
中
国
王
朝
の
年
号
 
 

（
訓
）
 
が
五
世
紀
初
ま
で
噂
等
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
出
土
資
料
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ま
た
郡
県
の
上
層
部
を
構
成
 
 

す
る
中
国
渡
来
の
有
力
氏
族
の
使
用
例
で
あ
り
、
朝
鮮
の
首
長
層
以
下
の
在
来
の
社
会
で
の
使
用
例
で
は
な
い
。
 
 
 

そ
こ
で
、
古
代
朝
鮮
の
王
権
や
こ
れ
に
連
な
る
上
層
部
で
の
年
号
の
使
用
例
で
は
、
ま
ず
、
高
句
麗
が
漢
・
貌
・
晋
の
中
国
王
朝
 
 

や
五
胡
十
六
国
、
北
朝
と
盛
ん
に
通
交
し
た
か
ら
、
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
建
元
は
は
や
く
会
得
し
て
い
た
。
三
九
一
年
に
広
 
 

開
土
王
が
即
位
紀
年
で
「
永
楽
」
の
元
号
を
建
て
た
こ
と
が
今
日
得
ら
れ
る
最
初
の
例
で
あ
る
。
以
後
、
六
世
紀
半
ば
ま
で
の
独
自
 
 

（
3
1
）
 
 

の
年
号
の
使
用
例
が
窺
え
る
。
 
 

一
方
、
新
羅
で
は
五
世
紀
に
は
高
句
麗
の
年
号
を
持
つ
文
物
が
伝
来
し
て
い
る
が
、
高
句
麗
の
統
制
か
ら
離
れ
た
五
世
紀
後
半
か
 
 

ら
は
迎
目
冷
水
里
碑
や
蔚
珍
鳳
坪
新
羅
碑
に
見
る
よ
う
に
干
支
紀
年
法
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
三
 
 

四
、
お
わ
り
に
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六
年
に
法
興
王
が
「
建
元
」
の
年
号
を
建
て
て
以
来
、
七
種
の
独
自
年
号
を
建
て
て
い
た
が
、
六
五
〇
年
に
唐
の
永
微
の
年
号
を
使
 
 

用
し
始
め
た
以
後
は
唐
の
年
号
を
公
私
の
次
元
で
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
「
戊
寅
銘
蓮
花
寺
四
面
石
像
」
 
（
六
七
八
）
 
や
「
己
酉
銘
 
 

阿
弥
陀
仏
及
諸
価
菩
薩
石
像
」
 
（
六
八
九
）
、
「
新
羅
村
落
文
書
」
等
に
見
る
よ
う
に
干
支
紀
年
法
も
捨
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

こ
の
二
国
の
紀
年
法
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
高
句
麗
は
独
自
に
建
元
し
た
時
代
に
あ
っ
て
も
中
国
王
朝
の
冊
封
を
う
け
て
い
た
 
 

こ
と
で
あ
る
。
高
句
麗
が
冊
封
を
う
け
な
が
ら
も
宗
主
国
の
元
号
を
奉
じ
な
い
こ
と
の
背
景
に
は
、
五
胡
十
六
国
や
南
北
朝
時
代
に
 
 

あ
っ
て
高
句
麗
は
二
つ
の
王
朝
か
ら
冊
封
さ
れ
、
ま
た
中
国
の
王
朝
分
立
を
反
映
し
て
年
号
が
乱
立
し
て
い
た
国
際
環
境
が
あ
る
。
 
 

こ
う
し
た
背
景
か
ら
高
句
麗
は
一
方
の
元
号
を
奉
じ
て
臣
属
を
表
象
す
る
こ
と
を
避
け
得
る
環
境
で
も
あ
っ
た
。
 
 
 

新
羅
に
お
い
て
も
独
自
に
年
号
を
建
て
た
時
代
に
は
陳
・
隋
・
唐
に
遣
使
し
て
お
り
、
冊
討
と
中
国
王
朝
の
年
号
を
奉
ず
る
こ
と
 
 

が
連
結
す
る
の
は
唐
の
東
方
政
策
が
強
化
さ
れ
た
高
宗
代
の
六
五
〇
年
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
勃
海
は
一
貫
し
て
唐
の
 
 

冊
封
を
受
け
な
が
ら
も
第
二
代
王
の
武
芸
以
来
、
終
始
に
わ
た
っ
て
独
自
に
建
元
し
て
い
た
。
勃
海
王
権
は
冊
封
を
背
景
と
し
つ
つ
 
 

も
、
王
権
が
高
句
麗
道
民
や
多
種
の
抹
掲
種
族
の
上
に
臨
ん
で
独
自
の
世
界
の
王
権
で
あ
る
こ
と
を
表
象
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
百
済
の
紀
年
法
は
こ
れ
ら
と
大
き
く
異
な
っ
て
、
極
め
て
特
異
な
現
象
を
現
し
て
い
た
。
三
七
二
年
に
東
晋
の
「
泰
和
 
 

（
3
2
）
 
 

四
年
」
を
象
眼
し
た
七
支
刀
を
彷
製
し
て
倭
国
に
送
り
な
が
ら
も
、
そ
の
後
に
百
済
が
東
晋
の
年
号
を
奉
じ
た
例
は
や
は
り
管
見
の
 
 

限
り
で
は
未
だ
見
な
い
。
東
晋
の
年
号
は
彷
製
に
付
髄
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
が
百
済
に
定
着
し
た
様
子
は
な
く
、
百
済
王
は
そ
の
 
 

後
も
南
朝
の
冊
封
を
受
け
る
が
、
ま
る
で
そ
の
正
朔
を
賜
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
宗
主
国
の
年
号
を
奉
せ
ず
、
干
支
紀
年
法
を
滅
 
 

亡
ま
で
固
守
し
て
い
る
。
『
翰
苑
』
 
の
「
百
済
」
の
項
に
は
『
括
地
志
』
を
引
用
し
て
、
「
用
宋
元
嘉
暦
、
其
紀
年
無
別
号
、
但
数
六
 
 

甲
為
次
第
」
と
あ
る
。
宋
の
元
嘉
暦
を
使
用
し
、
年
号
を
建
て
ず
た
だ
干
支
紀
年
の
み
を
使
っ
て
い
る
と
伝
え
た
百
済
の
習
俗
は
後
 
 

（
3
3
）
 
 

の
『
周
害
』
『
隋
書
』
『
北
史
』
の
百
済
伝
に
も
記
録
さ
れ
る
。
『
括
地
志
』
は
唐
の
貞
観
十
六
年
（
六
四
二
）
に
李
泰
ら
よ
っ
て
摸
せ
 
 

ら
れ
た
か
ら
、
七
世
紀
初
に
百
済
が
盛
ん
に
唐
へ
遣
使
し
た
こ
と
に
よ
る
情
報
で
あ
ろ
う
が
、
百
済
の
暦
と
紀
年
法
を
観
察
し
た
こ
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の
記
録
は
こ
こ
ま
で
検
討
し
た
百
済
の
紀
年
資
料
の
実
例
と
合
致
し
て
お
り
矛
盾
は
な
く
、
ま
た
百
済
が
元
嘉
暦
を
日
本
に
送
っ
て
 
 

（
3
4
）
 
い
た
と
の
推
定
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
九
の
欽
明
天
皇
十
五
年
（
五
五
四
）
二
月
条
に
は
百
済
が
こ
れ
よ
り
先
に
倭
国
へ
派
遣
し
た
五
経
博
士
や
易
 
 

博
士
、
暦
博
士
と
交
替
す
る
諸
博
士
を
送
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
前
年
に
倭
国
か
ら
諸
博
士
の
交
替
と
卜
害
・
暦
本
等
の
送
付
を
請
わ
 
 

れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
百
済
の
暦
博
士
は
百
済
の
紀
年
法
の
施
行
に
大
き
く
係
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
や
は
り
独
 
 

自
の
建
元
や
中
国
年
号
の
使
用
が
百
済
で
行
わ
れ
た
と
は
先
の
諸
例
か
ら
は
窺
え
な
い
。
暦
博
士
の
知
識
と
能
力
を
抑
え
る
力
が
百
 
 

済
で
は
働
い
て
い
た
と
予
測
さ
れ
る
。
 
 
 

干
支
紀
年
法
は
六
〇
年
の
周
期
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
陰
陽
説
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
紀
年
法
が
百
済
で
は
噂
好
さ
れ
 
 

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
宗
主
国
の
元
号
を
奉
じ
な
い
こ
と
で
臣
属
関
係
を
対
外
的
に
は
強
く
明
示
せ
ず
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
 
 

て
高
句
麗
と
の
対
立
と
倭
国
と
の
通
好
の
関
係
を
保
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
独
自
に
建
元
し
な
い
こ
と
で
中
国
王
朝
に
対
し
て
 
 

は
自
立
の
姿
勢
を
強
調
せ
ず
、
こ
の
二
つ
の
姿
勢
で
複
雑
な
百
済
の
国
際
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
 
 

そ
こ
に
国
際
関
係
の
交
差
す
る
位
置
に
あ
る
百
済
の
知
恵
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
考
さ
れ
る
。
 
 
 

武
寧
王
代
は
周
知
の
よ
う
に
王
自
身
が
筑
紫
島
で
誕
生
し
た
と
 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
六
・
武
烈
天
皇
即
位
前
紀
に
記
さ
れ
、
王
 
 

（
3
5
）
 
 

陵
の
木
棺
は
吉
野
の
高
野
模
で
あ
る
と
い
う
程
に
日
本
と
の
政
治
、
文
化
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
は
は
や
く
は
三
七
 
 

二
年
の
七
支
刀
の
送
付
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
百
済
と
倭
国
の
外
交
と
軍
事
の
連
携
に
ま
で
そ
の
契
機
を
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
。
五
世
紀
初
の
膜
支
王
は
倭
国
で
の
入
質
生
活
か
ら
帰
国
す
る
際
に
は
倭
兵
に
護
衛
さ
れ
て
即
位
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
四
世
紀
 
 

以
来
の
南
朝
と
の
冊
封
を
背
景
に
し
て
高
句
麗
と
新
羅
、
ま
た
加
羅
諸
国
と
倭
に
臨
む
百
済
の
国
際
関
係
で
は
冊
封
主
体
の
中
国
王
 
 

朝
の
年
号
を
奉
ず
る
こ
と
も
独
自
の
建
元
を
も
避
け
る
姿
勢
か
ら
干
支
紀
年
法
が
維
持
さ
れ
た
か
と
推
考
さ
れ
る
。
 
 
 

冊
封
を
受
け
な
が
ら
も
宗
主
国
の
年
号
を
奉
ぜ
ず
、
干
支
紀
年
法
を
続
け
た
百
済
の
習
俗
は
前
述
の
よ
う
に
、
唐
に
知
ら
れ
て
い
 
 

百
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こ
こ
ま
で
百
済
の
紀
年
法
を
論
じ
て
く
る
と
、
古
代
日
本
の
紀
年
法
と
古
代
朝
鮮
、
特
に
百
済
の
紀
年
法
と
の
関
連
性
の
如
何
の
 
 

こ
と
が
問
題
と
な
る
。
日
本
で
は
卑
弥
呼
が
貌
鏡
百
枚
を
得
た
よ
う
に
魂
の
「
景
初
四
年
」
や
「
正
始
元
年
」
銘
の
鏡
や
呉
の
鏡
が
 
 

出
土
し
て
い
る
よ
う
に
漢
代
以
来
の
鏡
が
多
種
多
様
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
年
号
が
陽
刻
さ
れ
、
ま
た
、
三
七
二
年
に
は
東
 
 

晋
の
「
泰
和
四
年
」
の
紀
年
を
象
眼
し
た
七
支
刀
が
百
済
王
か
ら
贈
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
年
号
の
存
在
は
日
本
で
も
知
ら
れ
 
 

て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
王
者
唯
一
人
が
定
め
得
る
権
力
の
表
象
で
あ
る
こ
と
は
未
だ
会
得
さ
れ
て
い
な
い
倭
国
の
王
権
の
段
 
 

階
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

そ
の
後
、
日
本
で
鋳
造
さ
れ
た
隅
田
八
幡
宮
蔵
の
「
突
未
年
銘
人
物
画
像
鏡
」
で
は
「
突
末
年
八
月
」
と
紀
年
が
あ
る
が
、
こ
れ
 
 

は
四
四
三
年
に
相
当
し
、
倭
王
の
珍
や
済
が
南
朝
の
宋
か
ら
「
倭
国
王
」
と
冊
封
さ
れ
な
が
ら
も
宋
の
元
号
を
奉
じ
な
い
こ
と
を
暗
 
 

示
す
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
行
田
市
の
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
 
「
辛
亥
年
」
銘
鉄
剣
で
は
「
辛
亥
年
七
月
中
記
」
 
と
紀
年
す
る
が
、
こ
れ
 
 

は
周
知
の
よ
う
に
四
七
一
年
に
相
当
す
る
。
こ
れ
と
同
時
代
の
熊
本
県
菊
水
町
の
江
田
船
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
「
治
天
下
獲
□
□
 
 
 

た
。
『
旧
唐
書
』
巻
八
十
四
・
劉
仁
軌
伝
に
は
仁
軌
が
百
済
の
習
俗
を
礼
さ
ん
と
し
た
意
欲
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
初
、
仁
 
 

軌
将
畿
帯
方
州
、
謂
人
日
、
天
将
富
貴
此
翁
耳
。
於
州
司
請
暦
日
一
巻
、
井
七
廟
諒
。
人
怪
其
故
、
答
日
、
擬
削
平
遠
海
、
頒
示
囲
 
 

（
3
6
）
 
家
正
朔
、
使
夷
俗
遵
奉
焉
。
至
是
皆
如
其
言
」
と
あ
っ
て
、
劉
仁
軌
が
滅
亡
後
の
百
済
故
地
に
唐
の
正
朔
を
布
い
た
の
で
あ
る
。
百
 
 

済
の
故
地
か
ら
は
唐
の
年
号
を
銘
記
し
た
文
物
が
多
く
出
土
す
る
こ
と
か
ら
劉
仁
軌
の
意
図
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
 
 

新
羅
は
唐
の
叱
責
を
受
け
て
六
五
〇
年
か
ら
唐
の
正
朔
を
奉
じ
た
が
、
百
済
の
故
地
で
は
戦
勝
国
の
唐
の
将
軍
が
強
制
的
に
唐
の
年
 
 

号
を
施
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
百
済
は
終
始
、
中
国
王
朝
の
年
号
を
奉
ぜ
ず
、
独
自
に
も
建
元
し
な
か
っ
た
こ
と
 
 

が
肯
か
れ
る
。
 
 

付
、
日
本
の
紀
年
法
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□
歯
」
銘
太
刀
に
は
紀
年
を
「
治
天
下
獲
ロ
ロ
ロ
歯
世
奉
事
典
曹
人
名
元
利
皇
八
月
中
」
と
す
る
。
先
の
四
七
一
年
は
倭
玉
の
輿
が
 
 

四
六
二
年
に
宋
か
ら
倭
国
王
に
冊
封
さ
れ
た
後
で
あ
り
、
ま
た
四
七
八
年
頃
に
は
興
の
弟
の
武
も
倭
国
王
に
冊
封
さ
れ
て
い
る
。
し
 
 

か
し
、
宋
の
元
号
を
奉
ず
る
こ
と
な
く
干
支
紀
年
法
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
鉄
剣
銘
に
は
王
を
「
天
下
」
を
「
治
」
す
る
 
 

「
大
王
」
と
称
え
、
倭
国
王
の
治
め
る
「
天
下
」
を
意
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
王
は
「
治
」
す
る
と
こ
ろ
の
「
天
下
」
の
時
間
 
 

を
も
支
配
す
る
権
力
者
で
あ
る
こ
と
を
建
元
に
よ
っ
て
は
表
象
し
て
い
な
い
。
対
外
的
に
は
「
六
国
諸
軍
事
」
「
七
国
諸
軍
事
」
を
「
都
 
 

督
」
す
る
「
安
東
大
将
軍
」
で
あ
る
と
自
称
す
る
倭
王
で
は
あ
る
が
、
宋
の
冊
封
を
請
求
す
る
臣
属
の
姿
勢
か
ら
独
自
の
「
天
下
」
 
 

の
時
間
を
も
支
配
す
る
大
王
で
あ
る
と
の
観
念
は
未
だ
芽
生
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
高
句
靂
と
は
大
き
く
異
な
り
、
 
 

百
済
の
紀
年
法
の
姿
勢
に
類
似
す
る
。
 
 
 

こ
の
倭
国
の
干
支
紀
年
法
は
な
お
続
い
て
い
る
。
兵
庫
県
養
父
郡
八
鹿
町
の
箕
谷
二
号
墳
出
土
の
「
戊
辰
年
」
銘
大
刀
の
「
戊
辰
 
 

年
」
は
六
〇
八
年
に
比
定
さ
れ
、
滋
賀
県
大
津
市
の
穴
太
廃
寺
か
ら
は
「
庚
寅
年
」
と
「
壬
辰
年
」
銘
の
平
瓦
片
が
出
土
し
て
お
り
、
 
 

（
3
7
）
 
 

そ
れ
ぞ
れ
に
六
三
〇
年
と
六
三
二
年
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
七
世
紀
に
も
続
く
倭
国
の
干
支
紀
年
法
の
採
用
は
百
済
と
並
行
 
 

し
て
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
の
皇
極
天
皇
四
年
（
六
四
五
）
 
六
月
に
「
大
化
元
年
」
と
建
元
し
た
と
の
こ
と
が
 
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
 
 

五
・
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
新
羅
が
独
自
の
建
元
を
止
め
唐
の
年
号
を
使
用
し
始
め
る
六
五
〇
年
の
五
年
前
で
 
 

あ
る
。
百
済
は
前
述
の
よ
う
に
こ
の
時
代
に
も
依
然
と
し
て
干
支
紀
年
法
を
採
用
し
て
お
り
、
や
が
て
滅
亡
を
迎
え
る
。
 
 

（
謂
）
 
 
 

「
大
化
」
の
建
元
の
史
実
性
に
は
疑
問
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
七
〇
一
年
三
月
の
「
大
宝
」
の
建
元
ま
で
年
号
の
使
用
は
断
 
 

続
す
る
。
こ
の
間
の
古
代
日
本
の
建
元
は
思
想
的
、
政
治
外
交
的
に
い
か
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
二
 
 

の
推
古
天
皇
三
十
一
年
（
六
二
三
）
七
月
に
は
新
羅
の
使
者
を
伴
っ
て
遣
唐
使
の
恵
斉
ら
が
帰
国
し
た
が
、
「
其
の
大
唐
国
は
法
式
備
 
 

り
定
れ
る
珍
の
国
な
り
。
常
に
達
べ
し
」
と
奏
聞
し
て
以
後
、
磨
か
ら
盛
ん
に
学
ん
だ
文
物
と
制
度
は
国
制
に
反
映
し
た
こ
と
は
間
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違
い
な
い
。
聖
徳
太
子
を
顕
彰
す
る
追
慕
か
ら
「
法
興
」
 
の
私
年
号
が
使
用
さ
れ
て
も
い
た
か
ら
、
こ
の
先
行
し
た
私
年
号
の
経
験
 
 

と
効
用
も
あ
っ
て
か
大
化
の
年
号
が
建
て
ら
れ
、
建
元
が
試
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
も
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
大
化
」
以
後
に
年
号
が
建
て
ら
れ
て
も
干
支
紀
年
法
は
全
く
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
阪
府
羽
曳
野
市
野
々
上
の
野
中
 
 

寺
か
ら
は
「
庚
成
年
」
銘
の
平
瓦
片
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
庚
成
年
は
六
五
〇
年
に
比
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
重
県
名
張
市
夏
見
 
 

、
＝
‥
h
 
 

廃
寺
か
ら
は
「
甲
午
年
」
銘
の
嘩
仏
片
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
甲
午
年
は
六
九
四
年
に
比
定
さ
れ
る
。
新
羅
に
お
い
て
も
独
自
建
 
 

元
の
時
代
で
も
「
南
山
新
城
碑
」
に
は
「
辛
亥
年
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
真
平
王
の
十
三
年
（
五
九
一
）
、
即
ち
新
羅
の
 
 

独
自
の
年
号
の
 
「
建
福
八
年
」
 
に
相
当
し
て
、
こ
れ
を
刻
し
て
い
な
い
と
は
言
え
、
こ
の
王
京
の
近
く
で
も
干
支
紀
年
法
は
独
自
の
 
 

建
元
と
並
存
し
て
も
全
く
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
「
那
須
国
造
碑
」
で
は
不
思
議
に
も
唐
の
年
号
を
採
用
す
る
。
即
ち
、
「
永
昌
元
年
己
丑
四
月
」
 
に
那
須
国
造
が
 
「
評
 
 

督
」
と
な
り
、
「
歳
次
庚
子
年
正
月
」
 
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
陰
刻
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
庚
子
」
 
の
七
〇
〇
年
に
先
立
つ
 
「
永
昌
 
 

元
年
」
は
唐
の
則
天
武
后
の
在
位
中
の
六
八
九
年
で
あ
る
。
中
国
の
古
典
を
踏
ま
え
た
こ
の
碑
文
の
撰
文
は
新
羅
系
の
渡
来
僧
の
も
 
 

（
卿
）
 
 

の
と
も
推
定
さ
れ
る
が
、
唐
の
年
号
を
目
頭
に
掲
げ
た
の
は
慕
華
の
発
露
で
あ
る
。
こ
の
紀
年
は
古
代
日
本
の
例
で
は
特
異
で
あ
る
。
 
 
 

七
〇
一
年
に
 
「
大
宝
」
と
改
元
し
て
以
来
、
年
号
は
日
本
で
は
今
日
ま
で
継
続
し
て
建
て
ら
れ
実
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
 
 

代
日
本
の
年
号
制
は
百
済
と
高
句
麗
が
亡
び
、
朝
鮮
半
島
に
新
羅
が
唯
一
の
王
権
国
家
と
し
て
唐
制
に
倣
い
つ
つ
国
家
体
制
を
整
え
 
 

て
行
く
過
程
に
並
行
し
て
、
独
自
の
建
元
法
が
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
五
・
孝
徳
天
皇
の
自
推
二
年
（
六
五
 
 

一
）
 
の
是
歳
条
に
は
「
新
羅
貢
調
使
知
万
沙
冷
等
、
著
唐
国
服
泊
干
筑
紫
。
朝
庭
悪
慈
移
俗
、
詞
噴
追
還
。
干
時
巨
勢
大
臣
奏
講
之
 
 

日
、
方
今
不
伐
新
羅
、
於
後
必
当
有
悔
。
其
伐
之
状
、
不
須
挙
力
。
自
難
波
津
至
干
筑
紫
海
裏
、
相
接
浮
盈
艦
舶
、
召
新
羅
間
其
罪
 
 

者
、
可
易
得
焉
」
 
と
あ
っ
て
、
新
羅
が
通
知
な
く
そ
の
習
俗
を
唐
制
に
改
め
た
こ
と
は
討
伐
に
も
及
ぶ
ほ
ど
の
衝
撃
を
日
本
は
受
け
 
 

て
い
た
。
新
羅
は
そ
の
前
年
に
は
唐
の
永
微
の
年
号
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
新
羅
に
お
け
る
唐
制
の
受
容
と
そ
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の
施
行
の
進
行
を
背
景
と
し
て
、
日
本
で
は
こ
れ
に
対
抗
し
得
る
制
度
の
施
行
を
急
い
だ
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。
古
代
日
本
で
は
百
 
 

済
と
並
行
し
て
干
支
紀
年
法
を
採
用
し
て
い
た
が
、
百
済
王
権
が
動
揺
し
か
つ
滅
亡
す
る
に
至
り
、
そ
の
地
に
は
新
羅
と
同
じ
く
唐
 
 

の
年
号
が
施
行
さ
れ
る
過
程
は
日
本
に
お
い
て
独
自
の
建
元
法
が
固
定
し
て
行
く
国
際
環
境
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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－
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（
4
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（
1
）
 
 

〔
注
〕
 
 

藤
田
亮
策
「
朝
鮮
の
年
号
と
紀
年
」
（
『
東
洋
学
報
』
第
四
十
一
巻
第
二
号
、
同
第
三
号
、
一
九
五
八
年
九
、
十
二
月
。
後
に
、
藤
田
『
朝
鮮
学
論
考
』
 
 

（
笠
井
出
版
印
刷
社
、
一
九
六
三
年
三
月
）
 
に
所
収
）
 
 
 

田
中
俊
明
「
高
句
麗
の
金
石
文
－
研
究
の
現
状
と
課
題
－
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
十
八
集
、
一
九
八
一
年
三
月
）
 
 
 

久
保
常
春
『
日
本
私
年
号
の
研
究
』
 
（
「
序
論
第
四
章
 
朝
鮮
半
島
の
公
年
号
と
僧
縮
年
号
・
私
年
号
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
十
月
）
四
四
～
四
 
 

五
頁
 
 
 

酒
寄
雅
志
「
潮
海
国
中
台
省
牒
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
日
本
古
代
の
政
治
と
制
度
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五
年
十
一
月
。
後
に
、
酒
寄
『
潮
海
 
 

と
古
代
の
日
本
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
収
録
）
 
 
 

瀧
川
政
次
郎
『
元
親
考
叢
』
 
（
永
田
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
）
、
坂
本
太
郎
『
日
本
歴
史
の
特
性
』
 
（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、
後
に
、
『
歴
 
 

史
教
育
と
文
化
財
』
坂
本
太
郎
著
作
集
第
十
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
八
月
）
に
収
録
）
 
 
 

『
三
国
史
記
』
巻
第
五
・
新
羅
本
紀
・
真
徳
王
二
年
冬
条
 
 
 

大
井
剛
氏
も
百
済
が
独
自
の
年
号
を
建
て
な
い
こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
が
中
国
王
朝
へ
の
従
属
性
の
強
さ
と
す
る
一
般
的
見
解
に
疑
問
を
呈
し
て
い
 
 

る
。
大
井
「
年
号
論
」
（
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅴ
・
自
意
識
と
相
互
理
解
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
一
月
）
 
三
二
七
頁
 
 
 

金
錫
亨
「
三
韓
三
国
の
日
本
列
島
内
分
国
に
つ
い
て
」
（
井
上
秀
雄
・
旗
田
魂
編
『
古
代
日
本
と
朝
鮮
の
基
本
問
題
』
学
生
社
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）
 
 
 

李
丙
責
「
百
済
七
支
刀
考
」
（
同
『
韓
国
古
代
史
研
究
・
⊥
凸
代
史
研
究
の
諸
問
題
－
』
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
十
二
月
）
五
六
三
頁
 
 
 

延
敏
抹
「
七
支
刀
銘
文
の
再
検
討
－
年
号
の
問
題
と
製
作
年
代
を
中
心
に
－
」
（
『
年
報
朝
鮮
学
』
第
四
号
、
一
九
九
四
年
五
月
）
 
 
 

樋
口
隆
康
「
武
寧
王
陵
出
土
鏡
と
七
子
鏡
」
 
（
『
史
林
』
第
五
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
七
二
年
六
月
）
、
一
五
～
一
六
百
 
 
 

村
山
正
雄
編
著
『
石
上
神
宮
七
支
刀
銘
文
図
録
』
 
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）
 
 

百
済
紀
年
考
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『
扶
徐
博
物
館
陳
列
品
図
鑑
』
（
国
立
扶
徐
博
物
館
、
一
九
七
七
年
四
月
初
版
）
及
び
、
『
国
立
清
州
博
物
館
』
（
国
立
清
州
博
物
館
、
一
九
八
七
年
十
月
）
 
 
 

田
中
俊
明
前
掲
論
文
、
一
三
〇
～
一
三
一
頁
 
 
 

藤
田
亮
策
前
掲
論
文
、
二
五
五
貢
 
 
 

坂
元
義
種
「
朝
鮮
古
代
金
石
文
小
考
－
新
羅
統
一
以
前
－
」
（
『
考
古
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
山
川
出
版
社
、
一
九
七
六
年
三
月
。
後
に
、
坂
元
『
百
済
史
の
 
 

研
究
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
八
年
七
月
）
に
収
録
）
 
 
 

孫
永
鍾
「
音
句
喜
嘲
 
且
可
」
ニ
甘
辛
 
べ
刀
句
 
喫
州
 
せ
王
朝
 
嘲
笥
」
（
『
歴
史
科
学
』
一
九
六
六
年
四
号
、
平
壌
）
 
 
 

大
西
修
也
『
日
韓
古
代
彫
刻
史
論
』
（
「
第
六
部
 
日
韓
古
代
彫
刻
の
造
像
銘
研
究
」
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
 
 
 

『
親
書
』
巻
一
百
・
列
伝
八
十
八
・
高
句
歴
に
は
「
使
持
節
散
騎
常
侍
車
騎
大
将
軍
領
護
東
夷
校
尉
遼
東
郡
開
国
公
高
句
麗
王
、
賜
衣
冠
服
物
車
旗
之
 
 

飾
」
と
あ
る
が
、
こ
の
冊
封
が
「
三
月
」
で
あ
る
と
の
記
録
は
な
い
。
 
 
 

軽
部
慈
恩
「
在
銘
の
百
済
古
噂
瓦
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
田
博
士
還
暦
記
念
歴
史
学
論
叢
』
東
通
社
出
版
部
、
一
九
六
九
年
九
月
）
三
六
九
貢
、
及
び
、
『
新
 
 

羅
瓦
噂
』
 
（
国
立
慶
州
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）
 
三
五
六
頁
 
 
 

軽
部
前
掲
論
文
、
及
び
『
百
済
瓦
埼
図
譜
』
（
忠
南
大
学
校
百
済
研
究
所
、
一
九
七
二
年
二
月
）
、
吉
井
秀
夫
「
扶
蘇
山
城
出
土
〝
合
昌
七
年
″
銘
文
瓦
 
 

を
め
ぐ
っ
て
」
 
（
『
古
代
文
化
』
五
十
六
巻
十
一
号
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）
 
 
 

大
韓
民
国
文
化
財
管
理
局
編
『
武
寧
王
陵
』
 
（
学
生
社
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）
 
 
 

『
公
州
博
物
館
圏
録
－
公
州
博
物
館
斗
公
州
雪
道
跡
－
』
（
国
立
公
州
博
物
館
、
一
九
八
七
年
五
月
）
、
及
び
『
百
済
句
文
字
』
（
国
立
扶
徐
博
物
館
、
二
 
 

〇
〇
二
年
十
月
）
 
 
 

文
化
広
報
部
編
『
文
化
財
大
観
国
賓
篇
』
（
文
教
部
文
化
財
管
理
局
、
一
九
六
七
年
十
二
月
）
及
び
、
黄
革
水
編
著
『
韓
国
金
石
遺
文
』
（
一
志
社
、
一
 
 

九
七
六
年
四
月
）
、
二
四
〇
頁
 
 
 

『
増
刊
ユ
口
舌
切
替
呈
斗
 
句
丑
斗
司
甘
』
（
国
立
大
郎
博
物
館
、
一
九
九
六
年
六
月
）
、
『
国
立
扶
徐
博
物
館
』
（
目
語
版
、
一
九
九
八
年
八
月
）
 
 
 

洪
思
俊
「
百
済
砂
宅
智
積
碑
嘲
封
割
き
（
『
歴
史
学
報
』
第
六
輯
、
一
九
五
四
年
三
月
）
及
び
、
前
掲
の
黄
亭
水
編
著
と
『
扶
除
博
物
館
陳
列
品
図
鑑
』
 
 
 

能
…
谷
宣
夫
「
甲
寅
銘
王
延
孫
造
光
背
考
」
（
『
美
術
研
究
』
第
二
〇
九
号
、
一
九
六
〇
年
三
月
）
、
及
び
李
成
美
「
百
済
時
代
書
画
句
対
外
交
渉
」
（
『
百
 
 

済
美
術
句
対
外
交
渉
』
（
第
五
回
全
国
美
術
史
学
大
会
）
図
書
出
版
蚕
耕
、
一
九
九
八
年
十
月
）
、
前
掲
の
大
西
書
の
「
第
七
部
 
止
利
式
仏
像
の
研
究
」
 
 
 

『
東
京
国
立
博
物
館
Ⅲ
 
法
隆
寺
献
物
宝
物
』
（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
八
月
。
佐
藤
昭
夫
解
説
）
及
び
国
立
東
京
博
物
館
『
特
別
展
 
法
隆
寺
献
納
宝
 
 
 

百
済
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 物

』
 
（
一
九
九
六
年
十
月
）
 
 
 

黄
焉
永
前
掲
編
著
、
二
四
一
頁
 
 
 

『
昭
和
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告
（
永
和
九
年
在
銘
噂
出
土
古
墳
調
査
報
告
）
』
第
一
冊
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
三
年
三
月
）
 
 
 

田
中
前
掲
論
文
 
 
 

山
尾
幸
久
『
古
代
の
日
朝
関
係
』
（
「
三
幸
一
節
 
石
上
神
宮
七
支
刀
銘
の
百
済
王
と
倭
王
」
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
四
月
）
一
八
〇
～
一
八
一
貢
、
及
 
 

び
、
拙
稿
「
四
世
紀
の
日
韓
関
係
」
（
『
日
韓
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
報
告
苦
第
一
分
科
』
 
に
掲
載
、
刊
行
未
定
）
 
 
 

『
周
書
』
巻
四
十
九
・
異
域
上
古
済
「
用
宋
元
嘉
暦
、
以
建
寅
月
為
歳
首
」
『
北
史
』
巻
九
十
甲
列
伝
古
済
「
行
宋
元
嘉
暦
、
以
建
寅
月
為
歳
首
」
、
 
 

『
隋
書
』
巻
八
十
一
・
東
夷
・
百
済
「
行
末
元
嘉
暦
、
以
建
寅
月
為
歳
首
」
 
 
 

大
谷
光
男
「
武
寧
王
と
日
本
文
化
」
（
『
百
済
研
究
』
第
八
輯
、
一
九
七
七
年
十
二
月
。
後
に
、
大
谷
『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
史
を
探
る
ー
暦
と
印
象
を
め
 
 

ぐ
つ
て
－
』
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
九
年
二
月
）
 
三
七
～
一
三
七
二
頁
 
 
 

前
掲
『
武
寧
王
陵
』
 
 
 

『
新
唐
書
』
巻
一
百
八
・
劉
仁
軌
伝
に
は
「
始
、
仁
軌
任
帯
方
州
、
謂
人
目
、
天
将
富
貴
此
翁
耶
。
乃
詰
所
頒
暦
及
宗
廟
諒
、
或
間
其
故
、
答
日
、
嘗
 
 

削
平
遠
海
、
頒
示
本
朝
 
正
朔
、
卒
皆
如
言
」
と
あ
る
。
ま
た
、
亀
田
修
一
「
扶
余
〝
大
唐
″
銘
軒
丸
瓦
の
語
る
も
の
」
（
『
古
代
文
化
』
五
十
六
巻
十
一
 
 

号
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）
 
は
唐
占
領
下
の
瓦
制
作
の
具
体
例
を
説
い
て
い
る
。
 
 
 

『
特
別
展
 
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
在
銘
通
宝
』
 
（
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年
八
月
）
 
 
 

佐
藤
宗
詳
「
年
号
制
成
立
に
関
す
る
覚
書
1
「
律
令
国
家
と
天
皇
」
に
よ
せ
て
ー
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
〇
〇
号
、
一
九
六
八
年
九
月
）
、
及
び
所
功
「
大
 
 

宝
以
前
の
年
号
－
諸
説
の
検
討
1
」
（
禰
永
貞
三
先
生
還
暦
記
念
会
『
日
本
古
代
の
社
会
と
経
済
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
五
月
。
後
に
、
 
 

同
『
年
号
の
歴
史
－
元
号
制
度
の
史
的
研
究
－
』
（
↓
九
八
九
年
四
月
、
増
補
版
、
雄
山
閣
出
版
）
に
所
収
）
 
 
 

前
掲
注
（
3
7
）
図
録
 
 
 

東
野
治
之
『
日
本
古
代
金
石
文
の
研
究
』
 
（
「
第
七
葺
 
那
須
国
造
碑
」
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
 
 

百
済
紀
年
考
 
 
 


